
（
２
面
か
ら
続
く
）

平成２９年７月１日３

教
師
と
子
ど
も
の
感
じ
る
も
の

は
違
い
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
。

　

○
小
柳
津　

４
月
の
最
初
に

必
ず
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

し
て
、
評
価
の
説
明
や
１
年
間

勉
強
し
て
い
く
内
容
の
話
を
し

ま
す
。
結
果
的
な
好
き
嫌
い
に

つ
い
て
は
言
及
し
ま
せ
ん
が
、

「
ど
ん
な
音
楽
で
も
何
か
心
に

響
く
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
ね
」

と
言
っ
て
い
ま
す
。「
良
い
と

こ
ろ
な
ん
か
一
つ
も
な
い
」と
、

子
ど
も
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
こ

と
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
く
、
何

か
し
ら
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
出

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

○
宍
戸　

大
事
な
の
は
そ
う

い
う
指
導
し
て
い
く
こ
と
で
す

ね
。
主
観
的
に
見
る
視
点
と
客

観
的
に
見
る
視
点
を
併
せ
持
つ

こ
と
が
と
て
も
大
事
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

○
小
柳
津　

い
じ
め
の
話
が

出
ま
し
た
が
、
相
手
を
知
ら
な

い
の
に
思
い
込
み
で
決
め
つ
け

た
り
し
て
い
る
こ
と
は
結
構
多

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。「
知
っ
て
か
ら
判
断
し
よ

う
」「
知
ろ
う
と
す
る
時
に
も
長

所
や
良
さ
を
い
っ
ぱ
い
見
つ
け

て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。

　

世
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
価

値
観
を
持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
事
に
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
理

解
さ
せ
、
寛
容
さ
を
大
き
く
育

て
て
い
く
こ
と
が
音
楽
を
通
じ

て
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

○
加
藤　

せ
っ
か
く
人
間
と

し
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
、
芸

術
を
楽
し
む
心
と
い
う
か
、
自

分
が
描
け
な
く
て
も
美
術
館
に

行
っ
て
絵
を
見
て
「
い
い
な
」

と
思
う
豊
か
な
心
が
育
つ
と
い

い
で
す
ね
。
人
間
な
ら
で
は
の

「
ゆ
と
り
」
と
い
う
か
、
楽
し

む
心
で
す
ね
。

　

○
石
川　

私
も
そ
う
思
い
ま

す
。「
感
性
を
豊
か
に
し
て
自
分

の
人
生
も
豊
か
に
し
て
い
く
」

こ
と
に
つ
な
が
る
よ
う
、
指
導

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
も
自
分
の
感
性

を
生
か
し
て
服
を
選
ん
だ
り
、

カ
ー
テ
ン
の
柄
を
選
ん
だ
り
と

い
う
場
面
が
あ
り
ま
す
が
、
も

っ
と
広
い
意
味
で
美
し
く
心
地

よ
い
世
界
を
つ
く
り
出
す
こ
と

や
、
自
分
の
生
活
や
生
き
方
を

ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
、
図
工
で
培
っ
た
力
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
な
指
導
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

○
宍
戸　

音
楽
や
図
工
・
美

術
は
、
主
体
性
が
身
に
付
く
教

科
で
す
。
歌
っ
た
り
、
演
奏
し

た
り
、
描
く
、
見
る
に
し
て
も
、

ほ
か
の
教
科
に
比
べ
る
と
そ
う

い
う
部
分
は
非
常
に
大
き
い
教

科
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

も
の
を
作
る
、
歌
を
歌
い
上

げ
る
と
い
っ
た
創
造
性
を
大
切

に
し
た
授
業
で
、
豊
か
な
心
が

育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

○
石
川　

優
れ
た
工
業
技
術

や
世
界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
日

本
文
化
で
す
が
、
図
工
・
美
術

や
音
楽
と
い
っ
た
授
業
を
通
し

て
、
そ
う
い
う
芸
術
的
な
も
の

に
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
取
り
組
ん

で
い
っ
た
ら
手
先
の
器
用
さ
や

感
覚
の
豊
か
さ
が
育
く
ま
れ
、

将
来
、
花
開
い
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◆　
　
　

◆

　

小
・
中
学
校
の
教
室
で
は
、

今
日
も
、
先
生
方
の
熱
意
の
塊

が
子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
い
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
全
力

で
歌
い
、
熱
心
に
描
き
、
作
品

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、

学
校
の
授
業
が
唯
一
、
音
楽
や

図
工
・
美
術
な
ど
に
触
れ
合
う

機
会
の
子
ど
も
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
強
い
信
念
や
意
思
と
と

も
に
し
な
や
か
な
感
性
も
持
っ

て
、
人
生
の
難
し
い
場
面
を
乗

り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
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◆　　◇　　◆　　◇
《平成２７年度》◎第１回（４月３０日）総合教育会議運営要綱の制定について、
教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱の制定に向けた論点整
理　◎第２回（５月１４日）教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の
大綱の制定　◎第３回（１０月２８日）地域と連携した青少年健全育成について、
平成２８年度一般会計（教育費）当初予算について
《平成２８年度》◎第１回（４月２６日）スポーツの振興について〜東京２０２０オリ
ンピック・パラリンピック大会に向けて　◎第２回（７月１日）市立小学校の
児童の国語力向上について　◎第３回（１１月７日）「考え、議論する道徳」（特
別の教科　道徳）について、平成２９年度一般会計（教育費）当初予算について

総合教育会議を開催しました
　

平
成　

年
４
月　

日
、
市
立
中
央
図
書
館
視
聴
覚

２９

２８

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
平
成　

年
度
第
１
回
総
合
教

２９

育
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
前
に
、
市

立
南
町
小
学
校
で
６
年
生
の
習
熟
度
別
に
行
わ
れ
て

い
る
算
数
の
授
業
を
参
観
後
、「
小
学
校
の
習
熟
度

別
算
数
の
授
業
」
を
議
題
に
、
市
長
と
教
育
委
員
が

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
誰
も
が
手
を
挙
げ
て
先
生
に
発
言

で
き
る
、
自
分
の
答
え
を
言
え
る
こ
と
で
児
童
が
意

欲
を
持
て
る
と
思
う
」「
算
数
な
ど
は
積
み
上
げ
て
理

解
し
て
い
く
も
の
な
の
で
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
る

よ
う
、
理
解
度
別
に
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
と
て

も
良
い
」、
市
長
か
ら
は
「
習
熟
度
別
授
業
は
保
護
者

の
理
解
も
得
て
お
り
、
基
礎
学
力
の
定
着
に
大
変
意

義
が
あ
る
と
思
う
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
合
教
育
会
議
は
平
成　

年
度
か
ら
始
ま
り
、
今

２７

年
度
は
３
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
後
も
、
市
長
と
教

育
委
員
が
よ
り
深
く
意
見
交
換
で
き
る
よ
う
、
議
題

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
（
過
去
の
議
題
は

下
記
参
照
）。
会
議
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
議
事
録
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
教
育
総
務
課
庶
務
係
☎
４
７
０
・
７
７

５
５
へ
。

　市内には公立中学校が７校ありますが、今年度、
最初にできた「久留米中学校」が創立７０周年を迎え
ます。そこで、斎藤校長先生に一言寄せていただき
ました。
　　　創立７０周年を迎えて
　　　　　　市立久留米中学校長　齋藤　実
　市立久留米中学校は創立７０周年を迎えました。昭
和２２年久留米村立として、現在の中央町一丁目の郵
便局の周辺にあった旧青年学校を譲り受けて開校し
ました。そして、昭和４３年に小金井街道沿いの校舎
に移転し、現在に至っています。
　この７０年で、卒業生は１万５,９９７名を数えます。
　市内をはじめ、社会で活躍されているたくさんの
久留米中学校の卒業生がいらっしゃいます。それが
私たちの誇りであり、力になっています。久留米中
には昭和２０年代に作られた応援歌があります。「こ
こに集いし一千の」と一人一人の固い絆が歌われて
います。さらに校歌では「文化を開く自由の子」「理
想を築く平和の子」と久留米中が目指す生徒像が歌
われています。
　開校当時の願いを受け継ぎ、次の時代を担う人材
を育てる使命感をもって日々の教育活動に邁進して
いきます。

市内の中学校が
　　創立７０周年を迎えます

? ??????????????????????????????????????????????????
　

今
年
の
４
月
以
降
に
、
市
立

小
・
中
学
校
に
配
属
さ
れ
て
い

る
新
任
の
先
生
方　

名
を
紹
介

１２

し
ま
す
（
敬
称
略
・
行
政
順
）。

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を

東
久
留
米
市
の
学
校
で
積
ん
で

く
だ
さ
い
。

新しい先生、
ようこそ
東久留米へ！
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森　友弥
（第七小学校）

加賀谷　颯
（第一小学校）

米津寺、神明社などを散策し、９項目の記事を執筆し、登録しました。
　参加者は、現地調査・写真撮影を行った後、ベテラン編集者から、ウィキペディ
アの基本方針、書き方やアップロードの方法などの講義を受け、いよいよ編集に入

ります。
　図書館で利用できる地域に関する
資料、商用データベース、国会図書
館のデジタル化資料などを使って調
べ、どの資料に何の情報があるか
は、司書がサポートします。
　百科事典のため、①独自研究は載
せない、②中立的な観点に基づく、
③検証可能な出典を明記することが
必要です。著作権を侵害しない、先
行研究を調べるといった、小・中学
生の調べ学習から、学術研究にも共
通する「調べて発表する」ことの基
本を学びました。

　また、ウィキペデイアの編集は誰でも参加でき、利用も自由にできます。その運
用は多数のボランティアによって支えられています。東久留米でも、新たな「知」
の所在であるオープンデータの作成に、環境保全や郷土史研究に活躍する市民の方
々が参加することができました。活発な市民活動、生涯学習のたまもので、市民に
とっても、ウィキペディアにとっても、図書館にとっても有意義な取り組みとなり
ました。
　この事業をきっかけに登録された「柳窪」の項目は、「良質な記事」（１００万件以上
の項目のうちの０.１％という栄誉）に認定されました。「柳窪」を世界中に発信し、
多くの人が読んでいます。皆さんもインターネットで検索してみてください。
　中央図書館では、今後も、地域情報や郷土史の収集と情報リテラシーのサポート
という二つの図書館の役割をつなぐ、「ウィキペディアタウン」を継続していきます。
　詳しくは図書館☎４７５・４６４６へ。

　「ウィキペディアタウン」は、インターネット上
の百科事典「ウィキペディア」に、地域にある文
化財や観光名所などの情報を編集・登録するイベ
ントです。
　中央図書館では、平成２８年度に２回実施しまし
た。落合川、南沢湧水、南沢氷川神社、多聞寺、

　↑よく知っている地域のことですが、改めて調
べてみるとたくさんの発見があります（参加者の
皆さんの作業の様子）

　平成２８年１２月２６日に開催した第９回臨時会から、平成
２９年６月２日に開催した第６回定例会までに付議された
議案（２４件）は、すべて承認されました。議案及び報告
事項の詳細については議事録をご参照願います（議事録

は市のホームページや市政情報コーナーで等でご覧いただけます）。なお、
非公開の議案及び報告などを除いて教育委員会の会議は傍聴できますが日程
変更する場合がありますので、傍聴される方は教育総務課庶務係☎４７０・７７７５
にお問い合わせ願います。

教育委員会
　審議結果の
　　　お知らせ

ウィキペディア
タウンを開催
〜中央図書館

小池　真悠子
（大門中学校）

黒岩　幸祐
（第五小学校）

水城　聡美
（南中学校）

コリンズ　有香
（東中学校）

今井　大輔
（第五小学校）

高野　祥平
（本村小学校）

寺林　秀輝
（第六小学校）

中岡　ちなみ
（第五小学校）

升田　理沙
（第三小学校）

近藤　真衣
（第一小学校）

祝


